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　　動物実験は医学、生命科学研究に欠かせない重要な手段である。我々研究者にとっては、上手に実験動物を取り扱い、さらに薬理学、遺伝学及び分子生物学などの実験方法と組み合わせてそれぞれの目的において実験を行うことは研究に極めて重要なことである。

今回の小動物操作基礎技術実習では実験動物の基本的な取扱法から、飼育管理法、遺伝子改変マウスの作成と解析、個体識別法などを系統的に学習した。始めに、マウスへの投薬法、注射法、麻酔法、採血法、安楽死法、及び各臓器、脳の摘出などを体験した。これらの操作ができるようになることは動物を利用した研究に必要不可欠であろう。続いて、遺伝子改変マウスについての実習では、耳パンチ法による動物の標識、導入DNAの検定による個体識別を学習した。導入DNAの検定については、実際に試みた。マウスの尾の一部から抽出したゲノムDNAをsampleとして、forward primer としてGAD2-87, reverse primer としてGAD2-88及びNeo-3を使ってPCR反応を行い、その反応産物をアガロースゲル電気泳動にかけ、UV下でゲルを観察し、バンドの数と位置によって、それぞれがwild type mouse、GAD65 knock-out mouse及びheterozygous mouseかを判定した。

これらの遺伝学、分子生物学などの手法以外にも、行動テストも非常に大切な研究手段である。マウスを用いる4種類のテスト法を主に学んだ。明暗テスト、恐怖条件付け学習テスト、侵入者攻撃テスト及び強制水泳テストである。これらの行動テストの原理をよく理解したうえで、適当なテストを選んで行うことが研究において重要であると思われた。

今回の実習は二日間ととても短いものだったが、私にとって多くの事が得られた。動物実験の意義をより深く理解すると共に、実際に多様な動物実験の操作方法を学習した。これからも、このようないい勉強になる実習をぜひ参加したいと思う。

